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プラマハ ・タナー ・テーシャタンモー師は、タイ仏教僧団の教育制度の歴史を概観した

後、現在実際に行われているタイ仏教僧団の教育カリキュラムを以下のように具体的に説

明した。

【報告の概要】

タイ仏教僧団における教育は、元来、口伝により行われ、仏典等の暗唱が中心であった。

1477年ラーンナー王朝第 9代ティローカラート王は、タイ国における三蔵の第 l結集を行

ない、それまで口伝で、あったものを文字化し、聖典として編纂させた。1627年アユタヤ王

朝第24代ソンタム王は、園内の高僧及び仏教学者を招鴨し、写経事業を行うなど、それま

で口伝であった仏典等の文字化を積極的に推進した。現在でも続くパーリ語検定試験はラ

ーマ 3世によって始められた。

1889年には、ラーマ 5世により、僧侶養成の仏教学院として現在のマハーチュラロンコ

ーン大学 (MCU)の前身であるマハータート・ウィッタヤーライが創設された。さらに、

1893年、ラーマ 5世は自らの即位25周年を記念して「タイ文字ノfーリ 三蔵」の刊行事業を

行なった。以上のように、タイ仏教の近代化は国王の主導によって進められた。
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現在のタイ仏教僧団における教育カ

リキュラムは、パーリ語、仏教教理学、

アピタマンマ学によって構成される。前2

者は、初級・中級・上級の三級に分か

れている。パーリ語学初級では、パー

リ語文法と、パーリ語からタイ語への

翻訳を学ぶ。中級では、パーリ語をタ

イ語に翻訳することに加え、その逆に

タイ語からパーリ語への翻訳も学ぶ。

上級では、中級の内容に加え、パーリ語偶煩の作成を学ぶ。1911年に口頭試験から筆記試

験へと変更された。現在の試験は l年に l回行われている。

仏教教理学の初級のカリキュラムは、釈尊伝、小論文 (1偶煩)、基本教理、 227戒、中

級は、仏弟子伝、小論文 (2偶煩)、経蔵、律蔵、上級は、釈尊・仏弟子伝、小論文 (3偶

煩)、経蔵、僧団の規律によってそれぞれ構成される。1928年には一般在家者向けの仏教

教理学の教育制度が創設され、 「仏教教理学検定試験」制度が創始された。これは、僧侶

の教育制度と同様に初級・中級・上級に分かれるが、その内容は僧侶のものより簡素化さ

れた。

アピダンマ学の教育は 1932年に始ま

ったが、 1986年になってようやくワッ

ト・ラカン寺院のアピダンマ・ショーテ

イカ・ウィッタヤーライがその正式な教

育制度を創設し、全国の寺院に広めた。

アピダンマ学のカリキュラムには、 学習

期間 7年 6ヶ月の基本コースと 6年のマ

スターコースがある。

タイの主な仏教系の大学としては、マ

ノ¥ーチュラロンコーン大学 (MCU) マハーマクット大学 タンマガーイ公開大学 (DOU)

がある。MCUには、仏教学部に 12学科があり、マハークット大学 (MBU)宗教哲学部に

は、宗教哲学、比較宗教学、仏教学、哲学の4学科がある。

また、タンマガーイ寺院が創設したタンマガーイ公開大学 (DOU) では、通信教育とい

う形態ではあるが在家者にも門戸が聞かれ、専門的仏教学の他に、業・輪廻など仏教教理

に基づいた人生観、隈想実践法、仏教の応用としての自己啓発・社会平和・仏教経済、さ
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らに接客マナーなどの人間関係の構築といった、仏教の実社会への応用についても広く教

育されている。

以上、テーシャタンモー師の報告は、タイにおける仏教僧団の教育制度が近代化されて

いく過程を具体的に明らかにするものであった。また、タンマガーイ公開大学のように、

仏教の実社会における応用が教育カリキュラムに組み込まれたものもあるという点で、ア

ジアにおける現代仏教の社会的役割を考える上でも示唆に富むもので、あった。

【議論の概要】

桂紹隆氏は、タイ仏教僧団における教育制度の歴史が、龍谷大学の明治以降の近代化の

あゆみと類似する点があると指摘した。また、パーリ語学の教育における小論文(偶煩)

の学習にはタマンマパダのみを用いるのかと質問した。それに対し、テーシャタンモー師は

ダンマパダに限られないと答えた。

また、フロアからは、アピダンマ学とは具体的に何を指すか、そして、タイ僧団教育に

おいて行われている隈想実践が、伝統的な上座部仏教の隈想とし、かに異なるかという質問

がなされた。これに対し、テーシャタンモー師は、タイ僧団教育におけるアビ、ダンマ学の

具体的内容とは、 「心 (citta) ・心所 (cetasika) ・色 (rupa) ・浬繋 (nibbana)Jについて

学ぶことであると答えた。そして、隈想実践法が伝統的な上座部仏教の膜想法と異なると

は言えないが、それぞれの寺院によって教える方法が異なる。つまり、 『清浄道論』に見

られる 40種の膜想実践法からピックアップして教えることになっていると説明した。
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